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「
反
戦
・
反
核
•
平
和
は
女
性
の
力
で
」
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抱
え
て
い
る
対
米
自
由
連
合
協
定
の
問
題
は
、
突
き

つ
め
る
と
民
族
自
立
・
独
立
の
問
題
と
重
な
っ
て
く

る
、
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
「
日
本
と
大
差
の
な

い
物
価
の
な
か
で
、
自
国
の
産
業
が
ほ
と
ん
ど
な
い
」

と
い
う
状
態
は
、
ま
さ
に
未
だ
米
国
に
経
済
支
配
さ

れ
た
植
民
地
国
で
あ
る
こ
と
を
表
わ
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、
非
核
を
願
う
憲
法
を
持
っ
た
人
々
が
、
米

国
の
経
済
的
圧
力
の
下
で
、
基
地
化
を
容
認
せ
ざ
る
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新しい非核のうねりの高まり
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共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
「
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8
1
1

核
の
海
を
生
命
の
海
へ
」
の
行
動
第
一
弾
「
反
核
国

際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
が
開
催
さ
れ
た
。

当
日
は
韓
国
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
の
二
か
国
か
ら
ゲ
ス

ト
が
参
加
。
国
内
か
ら
は
現
地
首
都
圏
の
ほ
か
、
長

崎
や
広
島
か
ら
も
参
加
者
が
あ
り
、
総
勢
一
五

0
人

が
北
西
太
平
洋
の
核
状
況
を
テ
ー
マ
に
熱
心
な
討
論

を
行
っ
た
。
し
か
し
、
ペ
ラ
ウ
か
ら
参
加
を
予
定
し

て
い
た
ピ
ー
タ
ー
・
ス
ギ
ヤ
マ
氏
は
現
地
の
情
勢
険

悪
化
で
欠
席
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
か
ら
の
ゲ
ス
ト
の

エ
ル
モ
・
マ
ナ
パ
ッ
ト
氏
も
病
床
に
入
っ
た
た
め
欠

席
と
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
ペ
ラ
ウ
の
状
況
に
つ
い

て
は
「
反
核
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー
東
京
」
の
荒

川
氏
ら
が
、
ま
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
情
勢
に
つ
い
て
は
東

京
の
「
フ
ィ
リ
喩
ン
問
題
資
料
セ
ン
タ
ー
」
代
表
の

カ
ー
メ
ン
シ
タ
・
カ
ラ
グ
ダ
ク
氏
が
各
々
報
告
を
行

会
議
は
ま
ず
、
「
北
西
太
平
洋
は
今
」
と
い
う
テ

ー
マ
で
、
赤
道
以
北
の
核
状
況
に
つ
い
て
の
レ
ポ
ー

ト
が
あ
っ
た
。
今
や
、
＂
ア
メ
リ
カ
の
湖
＂
と
化
し

て
し
ま
っ
た
太
平
洋
、
特
に
ソ
連
に
最
も
近
い
日
本

を
得
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
し
か
も
、
ペ
ラ
ウ
ヘ

の
核
持
ち
込
み
は
、
日
本
の
＂
非
核
三
原
則
の
空
洞

化
”
と
同
じ
方
法
で
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
お
り
、
明

か
に
日
本
の
影
響
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
ペ
ラ
ウ
自
体

は
非
核
政
策
を
続
け
な
が
ら
米
国
が
核
を
持
ち
込
み
、

し
か
し
核
の
存
在
は
明
か
に
し
な
い
と
い
う
方
法
。

ペ
ラ
ウ
の
状
況
は
日
本
で
は
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

な
い
が
、
米
国
内
で
は
随
時
大
き
な
ニ
ュ
ー
ス
に
な

っ
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、
米
国
の
民
主
グ
ル
ー
プ

が
、
連
合
協
定
を
暴
力
と
圧
力
に
よ
る
も
の
と
し
て

訴
訟
に
持
ち
込
む
動
き
が
起
こ
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

が
報
告
さ
れ
た
。

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
カ
ー
メ
シ
タ
氏
は
、
ア
キ
ノ
政
権

が
右
傾
化
し
つ
つ
あ
る
状
況
と
、
国
内
で
日
常
化
し

て
い
る
テ
ロ
の
問
題
、
反
基
地
運
動
の
動
き
な
ど
を

報
告
。
特
に
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
反
核
運
動
は
、
民

族
独
立
運
動
と
切
り
離
せ
な
い
、
と
強
調
し
た
。

今
回
初
来
日
の
表
辰
沫
（
ペ
・
ジ
ン
ス
）
氏
は
、

韓
国
杢
乏
女
性
連
合
の
ス
タ
ッ
フ
で
、
一
九
七
二
年

以
来
、
未
だ
二
万
人
余
も
い
る
韓
国
内
の
被
爆
者
救

済
に
取
り
組
ん
で
き
た
．
「
広
島
・
長
崎
の
日
に
反

戦
・
反
核
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
マ
ダ
ン
劇
を
行
っ

た
」
り
、
一
千
人
を
集
め
た
核
問
題
の
公
聴
会
を
開

蒻
色
の
反
茨
蓮
訪

し

｀

祐．；

← 
催
し
て
い
る
。
ま
た
先
ご
ろ
、
韓
国
政
府
に
た
い
し

て
朝
鮮
半
島
の
核
状
況
や
、
各
戦
争
の
可
能
性
の
有

無
な
ど
を
問
う
公
開
質
問
状
を
送
り
、
文
書
回
答
を

得
た
こ
と
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
（
公
心
‘
，
ジ
に
司
江
）

毯
辰
沫
氏
は
、
種
々
の
資
料
か
ら
韓
国
に
は
一
千

発
前
後
の
核
が
配
備
さ
れ
て
い
る
と
指
摘
。
通
常
戦

カ
で
も
南
が
、
北
を
上
回
っ
て
お
り
、
韓
国
に
核
は

不
要
と
語
っ
た
。
し
か
し
、
韓
半
島
の
不
安
定
度
は

高
く
、
ま
た
代
理
戦
争
の
可
能
性
も
強
い
と
い
う
。

さ
ら
に
、
韓
国
の
反
核
運
動
は
ま
だ
大
衆
的
な
も
の

で
は
な
く
、
西
洋
型
の
運
動
と
は
異
質
で
あ
る
と
も

語
っ
た
。
同
氏
は
ま
た
、
日
本
の
防
衛
費
が
G
N
P

一
％
を
突
破
し
、
軍
事
費
が
突
出
し
て
き
い
る
現
状

に
憂
慮
を
表
明
し
た
。

こ
の
後
、
会
議
で
は
米
軍
の
垂
直
離
着
陸
機
飛
行

場
建
設
が
注
目
さ
れ
た
沖
縄
と
、
ト
マ
ホ
・
ー
ク
艦
母

港
化
が
焦
点
の
横
須
賀
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
代
表

が
状
況
説
明
を
行
っ
た
．

シ
ン
ポ
は
午
前
十
一
時
し
午
後
入
時
ま
で
延
べ
九

時
間
に
わ
た
る
長
帳
湯
だ
っ
た
が
、
途
中
二
度
の
食

事
と
一
回
の
テ
ィ
ー
・
タ
イ
ム
の
際
に
は
、
参
加
者

同
志
が
笑
顔
で
話
し
合
う
光
景
が
多
く
見
ら
れ
る
な

ど
、
和
や
か
な
雰
囲
気
。
今
後
予
定
さ
れ
て
い
る
、

五
月
二
十
九
日
の
横
須
賀
＂
コ
モ
ン
デ
イ
"
i
'
集
会
や
、

六
月
の
S
S
D
I
l
l
（
第
三
回
国
連
軍
縮
特
別
総
会
）

-、H
向
け
、
新
た
な
動
き
を
予
惑
さ
せ
て
終
わ
っ
た
。

続
い
て
は
ペ
ラ
ウ
の
情
勢
報
告
と
討
論
。
同
国
が

っ
た
。

ベ
ラ
ウ
と

フ
ィ
リ
ピ
ン
か
｀

5

月
六
日
、
東
京
の
文
京
区
民
セ
ン
タ
ー
で
反
核

ん
'

t
 
i
＿
曲
大
平
矛
ば
羹

，
 
II ま

周
辺
を
頂
点
と
し
て
、
米
ソ
の
確
執
が
い
か
に
凄
ま

じ
く
展
開
さ
れ
て
い
る
か
、
具
体
的
に
核
対
立
の
構

図
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
な
が
ら
の
報
告
。
こ
の
地
域

の
核
戦
力
は
海
洋
配
備
の
核
が
主
力
だ
が
、
昨
年
十

二
月
の
米
ソ
首
脳
会
議
で
全
廃
が
合
意
さ
れ
た
の
は
、

陸
上
配
備
の
中
距
離
核
だ
け
を
対
象
と
し
て
い
た
。

こ
の
た
め
、
実
質
的
な
核
軍
縮
と
い
う
意
味
で
は
、

北
西
太
平
洋
が
ひ
と
り
取
り
残
さ
れ
て
い
る
。
逆
に
、

海
洋
発
射
中
距
離
核
で
あ
る
”
ト
マ
ホ
ー
ク
＂
を
積

ん
だ
新
鋭
艦
一
一
隻
の
横
須
賀
母
港
化
や
、
最
新
中
距

縫
核
ミ
サ
イ
ル
S
S
ー
N
X
2
1
（
射
程
三

0
0
0

k
m
)
の
ソ
連
極
東
配
備
な
ど
が
今
後
予
想
さ
れ
、

一
掃
の
核
軍
拡
が
進
も
う
と
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
韓
国
配
備
の
核
の
問
題
、

対
北
朝
鮮
か
ら
対
ソ
威
嚇
へ
と
変
わ
り
つ
つ
あ
る
米

韓
合
同
軍
事
演
習
（
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
演
習
）
の

問
題
、
大
規
模
米
軍
基
地
を
抱
え
る
フ
ィ
リ
ピ
ン
、

新
た
に
基
地
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
ペ
ラ
ウ
な
ど
の

現
状
報
告
と
、
非
核
を
求
め
る
勢
力
の
必
要
性
が
強

調
さ
れ
た
。
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絹

集

部

注

ー

＇

韓
国
教
会
女
性
連
合
な
ど
四
団
体
に
よ
る
、
対

政
府
公
開
質
問
状
と
国
防
部
か
ら
の
回
答
の
全

文
で
あ
る
。
翻
訳
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
用
い
た

の
は
米
国
の
民
間
研
究
団
体
ー
ノ
ー
チ
ラ
ス
―

の
ピ
ー
タ
ー
・
ヘ
イ
ズ
氏
か
ら
一
海
の
軍
備
撤

廃
を
1

・
太
平
洋
運
動
」
を
経
て
送
ら
れ
て
き
た

英
文
訳
で
あ
る
。
文
中
、
一
韓
半
島
一
ょ
北
韓

ー
と
い
っ
た
表
現
は
譴
国
で
の
表
現
に
な
ら
っ

た
。
な
お
、
こ
の
公
開
質
問
に
対
し
て
は
民
主

正
義
党
（
与
党
）
か
ら
も
短
い
回
答
が
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
き
た
い
。

（
訳
田
巻
一
彦
）

ば
、
韓
半
島
は
依
然
と
し
て
、
最
も
熱
い
核
戦
争
の

発
火
点
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
米
軍
の

「
水
平
エ
ス
カ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
戦
略
に
よ
っ
て
、
そ

の
危
険
性
は
ま
す
ま
す
切
迫
し
て
い
る
と
も
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
政
府
の
公
式
見
解
を
お
聞
か
せ
下
さ

‘‘° 
＞ヽ

第
五
に
、
も
し
韓
国
で
核
戦
争
が
お
こ
っ
た
場
合

、
ど
の
よ
う
な
安
全
策
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

政
府
の
計
画
の
趣
旨
と
、
国
民
向
け
の
民
間
防
衛
の

施
策
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
ら
の

施
策
に
つ
い
て
、
政
府
は
国
民
に
対
し
て
ど
の
よ
う

な
教
育
を
行
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？

韓
国
教
会
女
性
連
合

Y
M
C
A
青
年
科
学
技
術
協
議
会

汚
染
追
放
の
た
め
の
青
年
協
議
会

「
カ
ム
・
チ
ュ
ン
」
科
学
技
術
委
員
会

韓
国
教
会
女
性
連
合
会
長
殿
，

民
族
と
国
家
の
永
遠
の
平
和
の
た
め
に
貴
団
体
が

払
わ
れ
て
い
る
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

国
防
部
長
官
は
、
韓
半
島
に
お
け
る
核
問
題
は
死

活
的
な
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
現
在
、
慎
重

に
対
応
を
立
案
中
で
あ
り
ま
す
。

一
九
七
五
年
四
月
二
十
三
日
、
韓
国
政
府
は
核
拡

散
防
止
条
約
の
八
十
六
番
目
の
正
式
加
入
国
に
な
り

質
問
状
へ
の
回
答
—
ー
ー
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市
民
に
は
韓
国
の
核
問
題
に
つ
い
て
，
’

知
る
権
利
が
あ
る
は
ず
で
す

悲
＇
．
均
＇
ぃ
パ
・
＂
．
，
i
.
：
＾
化
じ
・

s
.
'

ぷヽ

古
1
1
.
.
.
.
,
'
j
t,
9

,

9

.

ょ,'、
'
9
.
,
'
5
,
'
ナ
9
9
9

・キ．＇

公
開
質
問
状

韓
半
島
を
愛
す
る
私
達
愛
国
的
市
民
達
は
、
韓
国

を
お
お
う
戦
争
雰
囲
気
か
ら
不
気
味
に
沸
き
あ
が
る

危
機
を
感
じ
て
い
ま
す
。
海
外
の
報
道
で
、
第
二
次

朝
鮮
戦
争
で
は
核
が
使
用
さ
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
を
聞
く
に
つ
け
、
私
た
ち
が
思
い
起
こ
す
の
は
、

あ
の
い
ま
わ
し
い
ヒ
ロ
シ
マ
、
ナ
ガ
サ
キ
の
一
九
四

五
年
の
こ
と
で
す
。

そ
れ
ゆ
え
に
、
私
た
ち
下
記
団
体
は
連
名
で
政
府

当
局
に
対
し
て
、
韓
国
に
お
け
る
核
の
問
題
に
関
し

て
公
開
の
質
問
を
発
す
る
も
の
で
す
。
私
た
ち
が
知

り
た
い
の
は
政
府
の
公
式
見
解
で
す
。
海
外
で
は
報

道
さ
れ
て
い
る
こ
の
種
の
情
報
が
高
度
の
国
家
保
安

上
の
秘
密
で
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。
私
た
ち

ま
し
た
。
同
条
約
は
非
核
保
有
国
の
核
兵
器
受
け
入

れ
と
閉
発
の
禁
止
、
核
施
設
に
対
す
る
国
際
的
査
察

実
施
の
承
認
、
核
保
有
調
印
国
間
で
の
核
削
減
交
渉

の
誠
意
あ
る
実
行
、
な
ど
を
主
た
る
内
容
と
し
て
い

ま
す
。お
挙
げ
に
な
っ
た
海
外
で
の
報
道
に
反
し
て
、
韓

国
の
核
開
発
は
核
兵
器
の
開
発
と
は
全
く
無
縁
の
も

の
で
あ
り
、
全
面
的
に
経
済
成
長
の
み
を
目
的
と
し

た
も
の
で
す
。
ほ
か
な
ら
ぬ
北
韓
こ
そ
核
兵
器
製
造

能
力
を
有
す
る
国
の
―
つ
に
名
を
挙
げ
ら
れ
て
お
り

ま
す
。韓

国
は
、
核
保
有
国
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
核

政
策
に
つ
い
て
論
評
す
る
立
場
に
あ
り
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
わ
が
国
は
原
則
的
に
大
国
に
よ
る
核
兵
器
削

減
あ
る
い
は
廃
棄
政
策
に
賛
成
し
て
い
ま
す
。
韓
民

族
全
体
の
繁
栄
と
生
命
の
た
め
に
、
韓
半
島
に
お
け

る
核
軍
拡
競
争
と
核
戦
争
を
回
避
す
る
た
め
に
政
府

は
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
努
力
を
払
う
こ
と
を
、
こ
こ
に

は
っ
き
り
と
表
明
し
ま
す
。

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
政
府
は
軍
事
、

外
交
活
動
を
通
し
て
、
全
力
を
挙
げ
て
民
族
全
体
を

防
衛
す
る
と
い
う
姿
勢
を
も
っ
て
最
善
の
努
力
を
払

っ
て
お
り
ま
す
。

一
指
揮
お
よ
び
管
制
に
関
し
て
]
韓
米
合
同
司
令

部
は
、
ご
指
摘
と
は
異
な
り
、
一
方
的
あ
る
い
は
全

面
的
な
指
揮
・
管
制
権
を
行
使
し
て
は
お
り
ま
せ
ん

。
韓
米
合
同
司
令
部
司
令
官
は
両
国
の
軍
最
高
司
令

（註釦、遠覧辞）

‘、̀
~
 

＇ 一
九
八
七
年
九
月

市
民
に
は
こ
れ
等
の
こ
と
が
ら
を
知
る
権
利
が
あ
り

ま
す
。
一
九
八
七
年
八
月
八
日
（
ナ
ガ
サ
キ
・
デ
ー

）
ま
で
に
誠
実
な
回
答
が
な
さ
れ
る
よ
う
要
求
し
ま

す。
第
一
に
、
韓
半
島
に
お
け
る
核
配
備
の
最
新
の
情

報
を
求
め
ま
す
。
海
外
で
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
譴
国

に
は
ほ
ぼ
一
(

)

0

0

の
核
兵
器
が
配
備
さ
れ
て
い
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
は
核
地
雷
、
核
リ
ュ
ッ

ク
、
核
砲
弾
、
核
ミ
サ
イ
ル
、
中
性
子
爆
弾
な
ど
で

す
。
こ
の
報
道
内
容
を
検
証
し
う
る
い
つ
わ
り
の
な

い

事

実

を

要

求

し

ま

す

。

會

第
二
に
韓
半
島
に
核
兵
器
を
導
入
す
る
こ
と
が
本

当
に
必
要
な
の
か
を
お
尋
ね
し
た
く
思
い
ま
す
，
韓

国
に
は
北
韓
に
対
す
る
防
衛
の
た
め
に
は
十
分
な
核

兵
器
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
な
ぜ
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
人
々
が
強
く
反
対
し
て
い
る
核
兵
器
を
我
が
国

に
配
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

第
三
に
、
韓
国
に
お
い
て
核
の
使
用
に
つ
い
て
の

最
終
的
な
決
定
権
を
持
っ
て
い
る
の
は
誰
な
の
で
し

ょ
う
か
。
韓
国
軍
は
譴
米
合
同
司
令
部
の
指
揮
下
に

あ
る
た
め
、
核
を
配
備
し
て
い
る
米
国
が
核
使
用
を

一
方
的
に
決
定
す
る
立
場
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

核
使
用
の
意
思
は
、
米
国
か
ら
韓
国
に
対
し
て
何
日

前
に
告
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う

か
？第
四
に
、
韓
国
で
核
戦
争
が
お
こ
る
可
能
性
は
ど

れ
ほ
ど
の
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
？
報
道
に
よ
れ

官
お
よ
び
韓
米
軍
事
委
員
会
(
-
九
七
八
年
設
置
）

に
お
け
る
合
意
に
従
っ
て
行
動
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
我
が
国
の
軍
事
戦
略
は
韓
米
二
国
間
の

条
約
に
従
っ
た
、
平
等
か
つ
相
互
的
な
基
盤
の
上
に

実
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
こ
れ
を
機
に
疑
問
の
余

地
な
く
明
ら
か
に
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

貴
団
体
の
愛
国
的
配
慮
に
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
と

敬
意
を
表
し
ま
す
。
貴
団
体
の
末
永
い
ご
繁
栄
と
栄

光
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。国

防
部
合
同
参
謀
司
令
部

戦
略
企
画
部
長

ヨ
ン
・
ヨ
ン
イ
ル

［ 
／ 幽グん立¢

Iわだしの非

¥ ¥、 `(WCA `̀郡///

／ 
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闘
防
糾
施
爵
は
八
日
、
屈
g
は
、
国
付
詠
の
七
八
％
、
百
九
十
8

百
三
十
槃
E
が
H
告
れ
て
い
る
。

虹
え
び
の
市
大
叩
d
J
の
旧
布
に
述
の
森
味
は
現
状
の
ま
ま
成
す
。
が
け
福
腔
切
賓
施
設
同
は
、
四
埠
艇
全

投
す
る
郎
舗
を
進
め
て
い
る
病
水
艦
に
は
石
積
み
な
ど
刷
紹
防
止
工
事
を
計
画
の
同
意
を
得
次
坦
、
対
象
の
国

川
紹
且
波

(
V
L
F
)
迭
虹
所
の
述
す
る
一
方
、
防
災
ダ
ム
十
話
を
山
す
有
詠
の
使
用
承
認
を
熊
本
営
詠
図
に

蒋
叩
久
会
社
を
介
月
末
に
決
め
、
四
そ
に
か
け
て
造
る
。
蛾
も
大
き
い
ダ
申
聞
す
る
。
こ
れ
は
短
期
間
で
承
認

月
に
枡
玉
2

3
カ
釘
を
固
め
た
。
汲
ム
は
坦
、
K
六

十

ば

。

さ

れ

る

見

通

し

。

H
事
は
当
面
、

m

後
に
残
さ
れ
て
い
た
廷
設
に
伴
う
哀
総
事
業
費
は
二
百
億
円
余
り
。
す
施
設
の
敷
池
造
成
H
事
に
な
る
。

墳
保
全
捐
曲
に
も
、
熊
本
灼
枯
り
が
で
に
今
年
度
予
算
で
四
十
五
億
円
、

V
L
F送
侶
所
は
、
水
中
に
も
届

令
ぷ
本
に
も
げ
ぶ
す
る
た
め
、
早
け
国
会
で
密
紐
中
の
来
年
度
予
算
案
で
く
波
退
十
ー
百
事
口
の
非
常
に
公
い
叫

波
を
迭
っ
て
、
需
航
中
の
響
水

U
＿

れ

ば

、

六

責

悶

に

低

、

開

',1

命
令
や
情
蜆
を
伝
え
る
。
日
本
で
一

を
始
め
る
．

は
、
愛
紺
器
市
に
米
軍
紐
自
の

建
器
回
に
よ
る
と
、
敷
地
は
二

達
臼
所
が
あ
る
。
誨
上
自
瓢
隊
甲
ほ
．

百
四
十
四
g
(

2

釘
林
二
百
四
十
i-
l

な
、
偉
施
設
庁
は
五
士
ハ
年
こ

g
、
民
秘
一
さ
。
こ
の
中
に
漑

ろ
か
ら
攻
酎
を
始
め
、
昨
年
七
月
｀

さ
三
百
ー
＝
丙
区
の
鉄
巧
を
ハ
店
述

え
び
の
市
を
渾
ん
だ
。
堅
町
を
進
め

て
、
船
雑
”
べ
葵
J
千
五
百
ー
ニ

る

一

巧

霙

穏

魯

懃

ま

と

め

舌
い
に
わ
た
り
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
る
。

て
、
二
蒻
め
、
輝
本
塁
因
に
紐

書
、
許
、
コ
イ
ル
の
固
令
各

一
郎
、
昇
偲
一
棟
を
比
て
る
。
一

□'屈
息

｀

｀

夏

ー

Ce
骸
‘
V
L
F許
枯
地
・

醗
房
九
州
衷
立
名
答
（
九
州

各
県
評
や
社
会
党
各
点
本
部
で
網

成

、

月

・

歴

nt
代
軍
士
）
ほ

六
日
、
約
一
万
五
千
＾
を
塾

C
、

総
沃
起
集
会
を
閲
い
た
ば
か
り
で
、

反
対
運
懃
苓
ら
に
盛
り
上
が
り
そ

足。

ー
ー

郎日新訊

％ 

疇
疇
疇
月
末
に
発
注
の
方
針

三
月
五
日
、
宮
埼
県
え
び
の
市
で
反
基
地
九
州
交

流
集
会
、
六
日
に
は
ニ
ニ
・
六
V
L
F
通
信
基
地
建

設
反
対
九
州
総
決
起
集
会
―
（
両
方
と
も
反
V
L
F

九
州
実
行
委
員
会
が
主
催
）
が
開
備
さ
れ
ま
し
た
。

五
日
の
反
基
地
九
州
交
流
集
会
に
は
地
元
宮
埼
を

は
じ
め
九
州
各
地
か
ら
反
基
地
運
動
を
担
う
総
評
・

社
会
党
の
活
動
家
が
―
二
0
人
集
り
ま
し
た
。

主
催
者
の
挨
拶
の
後
、
全
体
で
三
つ
の
グ
ル
ー
プ

に
分
れ
討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
中
で
、
主
な

意
見
を
拾
っ
て
み
る
と
、
異
口
同
音
に
出
さ
れ
た
の

が
日
常
生
活
で
自
治
会
．

P
T
A
な
ど
に
積
極
的
に

閲
与
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま
た
、
労
働
組

合
が
「
連
合
｝
へ
と
向
か
っ
て
い
く
現
在
、
総
評
の

反
戦
•
平
和
の
唖
い
を
ど
う
継
承
さ
せ
て
い
く
の
か
、

と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
別
で
は
、
佐
世
保
地
区
労
か
ら
、
フ
ァ
イ
フ

・
バ
ン
カ
ー
、
こ
ル
の
横
須
賀
配
備
が
行
わ
れ
よ
う
と

＇ 

杷―“"““

t

}

,

9

;

▼
9
,

j
i
ふ
て
，
9

，
3
:
"ハ・
,
"
,
'
T
,

r': 

し
~
ヽ
く

横
浜
市
瀬
谷
区
の
米
侮
四
上
瀬
谷
通
億
施
設
で
、
新
た
に
短
波
通
儒
用
の
ア
ン
テ
ナ
が

m設
さ
れ
た
―
海
軍
通
虐
隊
の
管
理
下
に
あ
り
、

こ
と
が
分
か
り
、
地
元
の
住
民
ら
で
つ
く
る
王
瀬
谷
基
地
は
い
ら
な
い
ウ
ド
の
会
（
八
へ
砥
真
知
子
電
波
受
纂
地
と
し
て
使
用
さ
れ

て
い
る
。
一
酉
四
十
二
平
方
＂
い
の

敷
池
に
多
数
の
ア
ン
テ
ナ
が
杯

代
表
）
は
二
，
西
日
｀
店
池
慢
能
の
強
化
の
動
き
だ
と
し
て
、
長
洲
知
事
と
細
北
横
壮
内
長
に
米
軍
へ

9

9

9

,

 

の

抗

議

と

ア

ン

テ

ナ

設

漑

の

目

的

な

ど

の

調

査

を

求

め

る

文

●

を

提

出

し

た

＇

，

こ

の

ア

ン

テ

ナ

は

同

施

設

咆

頃

る

。

格

殴

に

瓶

化

さ

れ

つ

つ

あ

る

j

と

立

、

西

太

中

心

か

ら

イ

ン

ド

洋

に

房

畑

（

翌

認

耕

作

地

）

を

序

地

同

会

で

は

、

ア

ン

テ

ナ

増

設

の

話

し

て

い

る

展

開

す

る

火

甲

艦

艇

、

航

空

讚

な

し
て
、
約
ニ
カ
月
の
亜
礎
工
万
り
目
的
ば
不
明
と
し
て
い
る
が
一
上
叫
店
地
刃
山
内
ま
る
と
、
頃
と
か
ら
の
通
ば

m波
を
受
信
し
て

後
、
先
月
末
に
完
成
。
塁
の
高
瀬
谷
ぱ
申
冬
受
信
施
設
と
い
う
浜
訪
衛
池
翌
魯
し
て
国
に
問
＇
い
る
。
．
肝
年
に
は
凸
が
通
信
用

さ
は
約
四
古
で
、
こ
れ
ま
で
同
だ
け
で
な
く
、
対
溶
作
戟
の
情
報
い
合
わ
せ
た
ピ
こ
ろ
匹
存
の
ア
の
ヘ
リ
カ
ル
ア
ン
テ
ナ

m設
、
印

施
設
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
タ
イ
・
指
揮
の
中
枢
磯
能
乞
ね
濶
え
ン
テ
ナ
が
を
見
し
、
そ
の
磯
艇
一
年
は
ル
ー
フ
ァ
ン
テ
ナ
移
投
な
ど

プ
だ
が
｀
恙
軍
ジ
ェ
，
＇
ン
年
鑑
に
た
米
軍
～

A

と
っ
て
重
要
な
珪
地
r

．
此
ド
を
カ
ハ
ー
す
る
た
め
の
更
の
動
き
が
あ
る
，

よ
る
と
｀
短
波
通
信
用
の
「

3
3
v

咋
年
の
ル
ー
フ
ァ
ン
テ
ナ
移
設
な
新
ど
の
回

E
か
あ
っ
た
と
い
う
。

O
型
L
P
ア
ン
テ
ナ
一
と
み
ら
れ
ど
を
考
え
る
と
、
星
池
の
浅
能
が
ー
瀬
谷
沿
い
池
没
は
、
在
日
米

米軍上瀬谷
アンテナ増設

〖
ル
ー
頑
知
事
ら
に
抗
議
を
要
請

神

田

公

司

えびの

Vヽ
ま
も
と
市
民
セ
ン
タ
ー

反
＞
窃
流
合
そ
集
会

L 

に
で

—•一＇•一·----x、
6 

l 
二弟i谷通虐施設1こ新た1こ立てら
れた-5 3 0型 LPアンテナJ

神奈）＼l案い捐

冠r

し
て
い
る
中
で
、
同
様
に
強
化
さ
れ
る
佐
世
保
で
の

闘
い
の
報
告
と
、
九
州
で
の
反
基
地
交
流
集
会
を
毎

年
開
催
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

地
元
え
び
の
地
区
労
か
ら
は
防
衛
施
設
局
が
え
び

の
市
に
約
束
し
た
見
返
り
が
殆
ど
な
く
、
保
守
の
側

か
ら
も
不
満
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

約
五
時
間
の
交
流
集
会
は
残
念
な
が
ら
、
今
後
の

九
州
に
お
け
る
闘
い
を
ど
う
つ
く
る
か
と
い
う
議
論

に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

‘̀
 

ー

し
か
し
、
参
加
者
の
多
く
が
地
域
で
基
地
を
抱
え

格
闘
し
て
お
り
、
一
い
ま
大
切
な
の
は
、
連
合
す
る

し
な
い
と
い
う
こ
と
の
前
に
、
九
州
で
の
軍
事
化
に

対
し
、
ど
う
い
う
反
基
地
の
運
動
を
作
り
出
す
か
と

い
う
こ
と
で
す
」
と
い
う
意
見
は
参
加
者
の
多
く
の

気
持
ち
を
現
し
て
た
も
の
で
す
。

六
日
の
総
決
起
集
会
は
午
後
一
時
よ
り
川
内
川
河

川
敷
で
約
一
万
人
の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
集
会

の
メ
イ
ン
は
社
会
党
の
土
井
委
員
長
の
講
演
で
、
土

井
さ
ん
は
「
九
州
を
ア
メ
リ
カ
の
最
先
端
基
地
に
し

て
は
な
ら
な
い
。
悪
法
九
条
の
い
か
な
る
武
器
も
保

有
し
な
い
と
い
う
平
和
主
義
に
自
信
を
持
ち
、

V
し

F
建
設
を
阻
止
し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

こ
の
集
会
に
は
、
三
宅
島
、
逗
子
の
ほ
か
、
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
オ
ー
ウ
ニ
ン
ウ
ィ
ル
ク
ス
氏
、
オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

P
N
D
か
ら
も
連
帯
の
メ
セ
ー
ー
ジ

が
届
き
、
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

八
日
、
福
岡
防
衛
施
設
局
は
え
び
の

V
L
F
送
信

所
を
四
月
に
着
工
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

（
新
聞
記
事
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
）

五
日
夜
、
佐
世
保
軍
事
問
題
研
究
会
の
佐
々
木
竹

一
さ
ん
を
囲
み
、
福
岡
・
熊
本
・
鹿
児
島
で
さ
さ
や

か
な
交
流
会
を
持
ち
、
①
四
月
か
ら
反
基
地
の
交
流

誌
を
反
ト
マ
（
九
州
）
か
ら
ニ
ヶ
月
ご
と
に
発
行
す

る
②
六
月
鹿
児
島
で
V
L
F
.
p
3
C
・
象
の
オ

リ
を
中
心
に
し
て
学
習
会
を
開
く
事
を
決
め
ま
し
た
。

ご
期
待
下
さ
い
。
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京都
一
九
五
四
年
三
月
一
日
、
ピ
キ
ニ
環
礁
に
お
け
る

ア
メ
リ
カ
の
水
爆
実
験
に
よ
っ
て
、
漁
船
第
五
福
竜

丸
が
被
災
し
、
乗
組
員
の
久
保
山
愛
吉
さ
ん
が
殺
さ

れ
た
。
ト
マ
ホ
ー
ク
阻
止
京
都
連
絡
会
で
は
昨
年
十

一
月
二
十
九
日
に
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
安
保
と
闘
う
集
会

を
持
ち
、
三
月
一
日
に
も
そ
れ
を
引
き
つ
ぐ
形
で
反

安
保
の
集
会
を
持
ち
た
い
と
3
.
1
ピ
キ
ニ
デ
ー
集

了
f
ぐ

'È
'i
ー
t
,
p
:

}

[

<

 

荼
谷
湛
呑
堪

＼
 
j. 

r,.r ‘‘t．キ＇．fぞ

?
 

i
八
釘
叫
九
び
バ
”

ー
．
―
-
ぶ
都
庄
詮
入
、
]

で
デ
モ

（
ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
許
す
な
！
呉
市
民
の
会
）

い
よ
い
よ
ピ
ー
ス
・
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8
が
始
ま
っ
た
。

チ
ー
ム
・
ス
ピ
リ
ソ
ト
に
対
抗
す
る
も
の
と
し
て
、

海
洋
I
N
F
の
全
廃
を
求
め
、
核
の
海
か
ら
生
命
の

海
へ
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
こ
の
行
動
は
、
本
当
に

タ
イ
ミ
ン
グ
の
良
い
企
画
だ
。
し
か
し
現
実
を
見
る

と
横
須
賀
、
神
奈
川
を
中
心
と
し
た
首
都
圏
の
運
動

以
上
の
拡
が
り
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
こ
れ
か
ら
と
い

う
感
じ
が
強
い
。

そ
こ
で
私
た
ち
は
、
全
国
的
な
呼
び
掛
け
に
呼
応

し
つ
つ
、
広
島
の
ま
わ
り
で
主
体
的
な
行
動
を
お
こ

そ
う
と
一
月
下
旬
、
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
J
,
8
8
広
島
実

行
委
員
会
の
結
成
を
呼
び
か
け
た
。
被
爆
地
と
し
て

ト
マ
ホ
ー
ク
艦
の
日
本
配
備
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
い

う
世
論
を
何
と
し
て
も
つ
く
り
た
い
，
特
に
フ
ァ
イ

フ
、
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
が
横
須
賀
を
母
港
に
す
れ
ば
、

力
l

i
ヒ
ル
の
配
備
に
反
対
表
明
を
求
め
る
署
名
運
動
，

要
請
先
は
広
島
県
、
広
島
市
、
呉
市
で
三
月
中
旬
よ

り
開
始
、
五
月
末
を
第
一
次
集
約
と
す
る
。

(

2

)

四
月
十
日
＿
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8
.
I
n
ヒ
ロ

シ
マ
」
。
平
和
公
園
で
の
座
り
込
み
、
情
宣
な
ど
。

(

3

)

一
海
の
軍
備
撤
廃
を
＇
・
国
際
共
同
行
動
一
を

五
月
二
十
二
日
（
日
）
呉
市
で
。

湯
浅
一
郎

（
 

そ

r.i
1

―-l

―
-
―
-
.
―
-

l

-

=

―-n↓
L
-
」

L・
ヽ

ー
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
88
広
島
行
動
ー
・

T
'
1
9
`
!
:
|
.
,ti
i
!
.
i
:
i
t

,
'
.
9
.
I

t
:
I

ー
！
i
，
、
9
9
:
•
•
9
,
.

t
tk
,t
.
,
'
‘
.
,
9
L
.

ir
.i
i
i
t
'
!
g
i
i
・2
•t
t
t
t
ー
・
ー
・

^
Lt

;
,
4
1
.
L
阜
と
f

こ
の
二
隻
は
確
実
に
呉
に
く
る
は
ず
で
、
被
爆
県
内

の
町
・
呉
を
核
の
発
射
基
地
に
さ
せ
な
い
と
い
う
具

体
的
な
テ
ー
マ
を
掲
げ
て
ピ
ー
ス
ス
ピ
リ
ッ
ト
8
8
広

島
行
動
を
行
お
う
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
サ
プ
タ
イ

ト
ル
の
「
核
の
海
か
ら
生
命
の
海
ヘ
ー
も
私
た
ち
の

生
活
す
る
広
島
湾
や
瀬
戸
内
海
を
対
象
と
し
て
。
す

で
に
核
に
ま
み
れ
て
い
る
瀬
戸
内
海
か
ら
核
を
し
め

だ
そ
う
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
い
る
。

八
十
六
年
八
月
の
駆
逐
艦
メ
リ
ル
に
象
徴
さ
れ
る

よ
う
に
軍
港
呉
に
は
核
筈
船
が
出
入
り
す
る
e

艦
船

は
豊
後
水
道
、
伊
予
灘
を
通
っ
て
、
大
晶
瀬
戸
、
広

島
湾
を
経
て
呉
へ
至
る
航
路
を
動
く
は
ず
で
、
そ
の

航
路
筋
は
核
の
通
り
道
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
別
府
、

松
山
、
江
田
島
と
い
っ
た
民
間
港
に
も
核
艦
船
は
き

て
お
り
、
特
に
別
府
は
回
数
が
多
い
。
湯
の
町
・
別

(

4

)

リ
ム
パ
ッ
ク
ヘ
の
呉
自
衛
隊
の
参
加
に
反
対

す
る
行
動
。
四
月
中
旬
。

(

m

)

五
月
五
日
、
岩
国
基
地
公
開
日
に
、
万
規
模

の
市
内
清
宣
活
動
。．
 ．
 

ヒ
ロ
シ
マ
の
核
の
発
射
基
地
化

一
ー
！
ー
，
~
；
．
，

9
9
,

な
ん
と
し
て
も
止
め
よ
う

． 

と
に
か
く
一
人
で
も
二
人
で
も
多
く
の
人
が
声
を

上
げ
る
こ
と
に
全
力
を
注
ぎ
た
い
。
四
年
前
の
今
頃
、

会
実
行
委
員
会
を
形
成
し
、
参
加
を
呼
び
か
け
た
。

市
の
中
心
部
を
流
れ
る
鴨
川
の
河
原
に
陣
取
り
、

小
雨
の
中
約
二
十
名
が
参
加
し
、
「
反
原
発
め
だ
か

の
学
校
」
「
泉
州
沖
に
空
港
を
作
ら
せ
な
い
住
民
連

絡
会
」
「
韓
国
青
年
同
盟
」
な
ど
各
団
体
が
次
々
と

マ
イ
ク
を
と
っ
て
ア
ピ
ー
ル
し
た
。

一
時
間
の
集
会
の
あ
と
夜
の
繁
華
街
を
デ
モ
し
、

円
山
公
園
へ
と
向
か
っ
た
，
通
行
人
の
反
応
は
無
関

心
そ
の
も
の
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
元
気
よ
く
デ
モ

コ
ー
ル
を
躁
返
し
、
核
廃
絶
、
反
基
地
、
反
安
保
を

訴
え
な
が
ら
街
を
ね
り
歩
く
。
一
行
円
山
公
瀦
へ
到

着
。
そ
こ
で
集
会
宣
言
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
途
中
コ

ッ
プ
酒
を
汲
み
交
わ
し
な
が
ら
参
加
者
全
員
が
マ
イ

ク
の
前
に
立
ち
、
菓
会
の
感
想
や
各
人
の
近
況
、
ア

ピ
ー
ル
を
述
べ
あ
う
。
和
や
か
な
雰
囲
気
な
が
ら
も
、

こ
れ
か
ら
の
決
意
が
感
じ
ら
れ
る
ア
ピ
ー
ル
が
続
き
、

参
加
者
全
員
活
気
づ
い
て
集
会
を
終
え
た
。

現
在
日
本
は
、
「
核
戦
争
に
戦
っ
て
勝
つ
」
た
め

ヽ
~
i
 

府
に
核
が
浮
か
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
出
力
調
整
実
険
で
一
躍
有
名
に
な
っ
た
伊

方
原
発
が
動
き
、
そ
こ
へ
の
核
燃
料
翰
送
や
使
用
済

み
燃
料
の
搬
送
が
行
わ
れ
て
い
る
。
瀬
戸
内
は
放
射

能
汚
染
と
と
な
り
あ
わ
せ
の
状
想
に
あ
る
。
ピ
ー
ス

ス
ピ
リ
ッ
ト
は
こ
の
海
か
ら
核
を
し
め
だ
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
の
出
発
点
で
あ
る
。

こ
の
行
動
に
は
県
内
の
2
3
団
体
が
参
加
し
、
二
月

に
は
こ
の
連
名
で
、
広
島
県
、
広
島
市
、
呉
市
に
対

し
、
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン
カ
！
ヒ
ル
の
横
須
賀
配
備
に

反
対
す
る
よ
う
申
し
入
れ
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

ど
の
自
治
体
も
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
閲

心
の
外
に
あ
り
、
何
も
知
ら
な
い
と
い
う
そ
ら
お
そ

ろ
し
い
実
想
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
中
で
も
ひ
ど
か

っ
た
の
は
、
最
も
当
事
者
に
近
い
は
ず
の
呉
市
で
あ

っ
た
。
事
実
認
識
に
つ
い
て
問
う
と
、
フ
ァ
イ
フ
の

新
聞
記
事
を
見
た
だ
け
で
、
『
他
の
詳
し
い
内
容
は
、

今
こ
の
申
し
入
れ
文
で
初
め
て
知
っ
た
』
と
い
う
調

子
で
、
こ
の
時
点
で
呉
市
は
横
須
賀
市
に
問
い
あ
わ

せ
す
ら
し
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
申
し
入
れ
に
対

し
て
は
、
例
に
よ
っ
て
、
『
こ
う
い
う
問
題
は
国
の

専
管
事
項
な
の
で
（
自
治
体
と
し
て
は
何
も
い
え
な

い
）
』
の
一
転
張
で
、
自
治
体
と
し
て
市
民
の
疑
惑

に
こ
た
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
は
ひ
と
か
け
ら
も
な
か

っ
た
。••• 私

た
ち
が
計
画
し
て
い
る
行
動
は
次
の
通
り
。

(

1

)

被
爆
地
の
自
治
体
と
し
て
フ
ァ
イ
フ
、
バ
ン

ト
マ
ホ
ー
ク
の
配
備
を
直
前
に
し
て
、
い
て
も
た
っ

て
も
い
ら
れ
な
い
気
持
ち
で
、
な
ん
と
か
せ
ね
ば
！

と
立
ち
上
が
っ
た
時
の
初
心
に
も
ど
っ
て
、
一
っ
―

つ
の
行
動
を
積
み
重
ね
て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
中
で
新
た
な
人
の
つ
な
が
り

が
で
き
、
主
体
が
登
場
し
て
く
る
よ
う
な
取
り
く
み

を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

に
は
地
球
の
破
滅
も
辞
さ
な
い
と
い
う
レ
ー
ガ
ン
戦

略
の
一
翼
を
に
な
い
、
対
ソ
核
戦
争
計
画
の
最
前
線

を
担
う
基
地
と
し
て
攪
詣
し
て
い
る
。

核
ト
マ
ホ
ー
ク
を
搭
戟
し
た
駆
逐
檻
フ
ァ
イ
フ
、

イ
ー
ジ
ス
艦
、
ハ
ン
カ
ー
ヒ
ル
の
横
須
賀
母
港
化
を
受

け
入
れ
、
三
宅
島
で
の
N
L
P
基
地
、
逗
子
の
米
軍

住
宅
、
沖
縄
の
ハ
リ
ア
ー
＇
訓
練
基
地
な
ど
米
軍
基
地

建
設
を
強
行
。
こ
う
し
た
基
地
を
維
持
す
る
た
め
に

金
は
日
本
が
負
担
し
、
そ
れ
ば
か
り
か
農
痘
物
の
自

由
化
を
約
束
し
、
日
本
の
農
業
も
農
民
も
ど
う
な
っ

て
も
か
ま
わ
な
い
と
い
う
選
択
を
し
た
。

竹
下
首
相
の
言
う
「
世
界
に
貢
献
す
る
日
本
j
と

は
、
こ
の
よ
う
に
安
保
の
も
と
で
私
た
ち
の
生
活
す

る
湯
を
奪
い
な
が
ら
、
西
側
自
由
世
界
防
衛
の
た
め

と
称
し
て
民
衆
へ
の
犠
牲
を
強
要
し
、
ア
メ
リ
カ
の

戦
略
を
全
面
的
に
支
え
る
こ
と
で
あ
る
。

三
月
末
か
ら
は
“
チ
ー
ム
ス
ピ
リ
ッ
ト
八
八
米
韓

合
同
演
習
”
が
、
日
本
を
出
繋
基
地
と
し
て
行
わ
れ
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妙はい
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•トマホーク艦の母港化をとめるために

私たちが用意してしゞること
I．八ガキ作戦

2．署名運動

3．出前学習会

4. 5月29日(B)
横須賀へ

5．反核ホット

ライン

レーガン米大統領、外務大臣、神奈川嗅知事、

横須賀市長の4人に出す“四連八ガキ＂ができ

ています。反対の声を隻める最もてっとり早

い方法です。至急広めて下さい。 1枚40円、

l0枚以上30円。

現在、ふたつの署名運動が行なわれています。

①国会請願、政府・国連への1000万人署名。
「第3回国連軍縮特別総会(SSOIII)にむけ

て行動する会」で呼びかけているもの。

R神奈川凛知事、横須賀市長への100万人署名。

、「横須賀をトマホーク艦の母港にさせない曝

民運動」で呼びかけているもの。

どちらも、トマ喰い虫社でとり扱っています。

どんな小さな集まりでも、トマホーク艦の母

港化を考える学習会を開いて下さい。スライ

ドをもって出前出張をいたします。

この日、みんなこぞって横須賀に集まり、市

民の反対の意思表示をする日にしたいと思い

ます。詳しくは、トマ喰い虫社まで。

横須賀と佐世保にトマホーク疑惑艦が入港し

たときに、そのつど八ガキを出す連絡網がで

きています。 1年間の会費は？000円。東京か

560km圏では、プッシュホンで毎日の原子力艦

の入港状況が間けるテレホン・サービスも行

なっていますc プソシュホンならば、公衆電

話でもきけます。ます、＃をおす。次に8301、
90ヽ9

テープの声で連絡番号はと間かれたら(868)
イレナイ イレナイ

1071、次に暗誦番号はと間かれたら 1071。お

おむね午前10時～午後6時に使えます。

•-
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い
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い

え
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外国の軍隊が

日本を

攻めてくる

と思う

畢いいえ

宗
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⇔
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ヨコスカを
1トマホーク鑑の
母港；こ
するな．グ

（
 

、,̀

（
 

署
名
運
陶
に
全
力
さ

咬殺咬投

I 

注：

所者

招
介
議
員

）
「
日
本
の
協
力
な
く
し
て
は
、
韓
国
強
化
も
対

。
（
ソ
作
戦
支
援
の
十
分
な
基
地
も
見
つ
け
る
こ
と
も
で

き
な
い
」
（
ク
ロ
ウ
統
合
参
謀
本
部
議
長
）
と
い
う

号2

発
言
通
り
、
ア
メ
リ
カ
の
世
界
戦
略
の
最
高
の
パ
ー

，
 

遍
ト
ナ
ー
と
な
っ
て
い
る
現
実
は
、
「
西
側
自
由
世
界
」

”
 

行曙
の
支
配
か
ら
離
脱
し
よ
う
と
す
る
ア
ジ
ア
・
第
一
二
世

。
2
 
月3
 
年B
 
B
 ，
 

ー行発日
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〔収入） ，（こ二fー
0前月からの繰り絨し A,517;856 

経哨繰越年；筋，,_t:'.v~ 

借入金繰越△426,000

0会費収入 54,500 

維持同休 29,000 

維持個人 8,000 

参加間休 。
今加個人 5,500 

通信会賽 12,000 

0カンパ 62,000 

Q在庫売上 ＿ 24,600 

：じt,9 ら’
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●家賃 40,000 

●電話代 8,550 

●郵送費 48,920 

●文具代 9,200 

R印刷代 ， 32,485 

●会場乳 4,800 

0行動費 3,000 

0手数料 740 

●次月への繰越 7召＃揺し王応
経営繰絨 臼母］，:t r~~:
借人金繰越 △4坦連堕
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